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(57)【要約】
【課題】超音波診断装置のドプラモードにおいて、操作
者にとって計測しやすいドプラスペクトラムの波形を提
供することができる。
【解決手段】超音波診断装置１は、被検体内の運動体を
含む診断部位との間で超音波を送受信する送受信部４と
、送受信部４により得られる受信信号に基づいてドプラ
信号を抽出するドプラ信号検出部６２と、ドプラ信号に
基づいて周波数解析し、ドプラスペクトラムを生成する
スペクトラム生成部６４と、周波数解析された周波数に
応じて輝度補正値を決定し、輝度補正値に基づいてドプ
ラスペクトラムの輝度情報を制御する輝度情報制御部２
ａと、輝度情報制御部２ａにより輝度情報が制御された
後のドプラスペクトラムを表示する表示装置１０と、を
有する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内の運動体を含む診断部位との間で超音波を送受信する送受信手段と、
　前記送受信手段により得られる受信信号に基づいてドプラ信号を抽出する抽出手段と、
　前記ドプラ信号に基づいて周波数解析し、ドプラスペクトラムを生成する生成手段と、
　周波数解析された周波数に応じて輝度補正値を決定し、前記輝度補正値に基づいて前記
ドプラスペクトラムの輝度情報を制御する輝度情報制御手段と、
　前記輝度情報制御手段により輝度情報が制御された後の前記ドプラスペクトラムを表示
装置に表示させる表示手段と、
を有する超音波診断装置。
【請求項２】
　前記輝度情報制御手段は、前記周波数が分割された複数の周波数領域の周波数領域毎に
前記輝度補正値を決定する請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記輝度情報制御手段は、前記診断部位毎に、前記輝度補正値の初期値を決定する請求
項１又は２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記輝度補正値を変更するインターフェースをさらに有する１乃至３のうちいずれか一
項に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記輝度情報制御手段は、前記周波数に加え、時間に応じて第２の輝度補正値を決定し
、前記第２の輝度補正値に基づいて前記ドプラスペクトラムの輝度情報を制御する請求項
１乃至４のうちいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記輝度情報制御手段は、前記時間が分割された複数の時間領域の時間領域毎に前記第
２の輝度補正値を決定する請求項５に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記表示装置の表示面に、前記ユーザインタフェースとしてのタッチパネルを有する請
求項４に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記ユーザインタフェースとしてのスライダースイッチを有する請求項４に記載の超音
波診断装置。
【請求項９】
　前記輝度情報制御手段は、少なくともＧａｉｎ制御、Ｇａｍｍａ　Ｃｕｒｖｅ制御、Ｄ
ｙｎａｍｉｃＲａｎｇｅ制御、及びＭａｐ制御のいずれか１つ以上を用いて、前記ドプラ
スペクトラムの輝度情報を制御する請求項１乃至８のうちいずれか一項に記載の超音波診
断装置。
【請求項１０】
　前記輝度情報制御手段により輝度情報が制御された後の前記ドプラスペクトラムを用い
て、前記ドプラスペクトラムに関する計測を行なう計測手段をさらに有し、
　前記表示手段は、前記輝度情報制御手段により輝度情報が制御された後の前記ドプラス
ペクトラムを表示させると共に、前記計測手段による計測結果を表示させる請求項１乃至
９のうちいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の一態様としての本実施形態は、操作者にとって計測しやすいドプラスペクトラ
ムの波形を提供することが可能な超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来の超音波診断装置においては、超音波パルス反射法と超音波ドプラ法を併用し、超
音波プローブを用いた超音波の走査によって診断部位の断層像とその血流情報を得るとと
もに、その血流情報をリアルタイムに表示する技術が知られている。被検体の体内の血流
などの流れのある診断部位に向けて送受波される超音波のドプラ効果により送信周波数に
対して受信周波数がわずかに偏移し、その偏移周波数（ドプラ周波数）が血流速度に比例
するという超音波ドプラ法の原理に基づいて、この超音波ドプラ法を用いた超音波診断装
置は、ドプラ周波数の周波数解析を行ない、その解析結果から血流情報を得ることができ
る。
【０００３】
　このような超音波ドプラ法を用いた超音波診断装置は、心臓の弁疾患を持つ患者に対す
る検査に利用される。医師などの操作者は、この超音波ドプラ法を用いた超音波診断装置
を利用することにより、心臓の弁疾患を持つ患者の重症度を知ることができる。この場合
、次のような手順で検査が行なわれる。
【０００４】
　操作者は、ＢモードやＭモードを使用して心臓の全体の動きや弁の動きを観察した後、
カラーモードを使って弁の閉鎖不全から発生する逆流の状態を観察する。次に、操作者は
、その逆流の程度を知るために、超音波診断装置におけるモードをカラーモードからＰＷ
Ｄ（Ｐｕｌｓｅｄ　Ｗａｖｅ　Ｄｏｐｐｌｅｒ）やＳＣＷＤ（Ｓｔｅｒａｂｌｅ　Ｃｏｎ
ｔｉｎｕｏｕｓ　Ｗａｖｅ　Ｄｏｐｐｌｅｒ）モードに遷移させ、ＲＧ（レンジゲート）
位置やＦｏｃｕｓ位置（マーク位置）を逆流する血流、あるいはＩｎＦｌｏｗ（流入）や
ＯｕｔＦｌｏｗ（流出）する血流上に設定し、表示されるドプラスペクトラムの波形を観
察する。このとき、ＲＧ位置やＦｏｃｕｓ位置は、通常、弁近傍に設定されることとなる
。
【０００５】
　さらに、操作者は、超音波診断装置の計測機能を使用し、その血流波形の最高流速値や
時間間隔の測定を行なったり、その血流波形のエンベロープをトレースして逆流している
血液量を求めたりすることによって、被検体の弁疾患の重症度を判断する。このように、
操作者が心臓の弁疾患を持つ患者に対する検査を行なう場合に、操作者が逆流血流の最高
流速値や逆流している血液量を知ることは、患者の重症度を判断する上で非常に重要なこ
とである。
【０００６】
　本発明に関連する従来技術として、例えば特許文献１が挙げられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００７－２９７１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、ＲＧ位置やＦｏｃｕｓ位置を、上述したように血液の逆流が噴出してい
る弁口付近に設定したとしても、以下に説明するいくつかの理由により、必ずしも０Hz付
近での逆流が見やすいドプラ波形（ドプラスペクトラムの波形）ではなく、また、逆流の
最高流速値が見やすいドプラスペクトラムの波形ではなく、逆流のエンベロープをトレー
スしやすいドプラスペクトラムの波形を提供することができなかった。
【０００９】
　上記の理由のうちの１つ目の理由は、血液の逆流が必ずしも一定方向に噴出していない
場合があるという被検体の生体に依存することにある。また、２つ目の理由は、超音波診
断装置の性能に依存するものであり、具体的には、超音波診断装置の感度や信号（特に、
高周波成分の逆流Ｊｅｔ信号）のＳ/Ｎに依存することにある。さらに、３つ目の理由は
、操作者が超音波診断装置を用いて被検体に対して超音波をスキャンする際のスキャンテ
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クニックに依存することにある。
【００１０】
　また、４つ目の理由は、心臓壁などからの不要な固定反射信号であるクラッタ信号がド
プラ信号に含まれることにある。勿論、この場合に問題となっている、血球からのドプラ
信号以外の不要な低周波成分のクラッタ信号は、ＷａｌｌＦｉｌｔｅｒによって除去する
ことは可能である。このＷａｌｌＦｉｌｔｅｒによって、カットオフ周波数を変更するこ
とで不要な低周波成分のクラッタ信号が消去される。しかし、その場合に、ＷａｌｌＦｉ
ｌｔｅｒの特性により弁口付近の血流信号情報が消されてしまうと同時に必要なドプラ信
号までも消してしまい、超音波ドプラ法における時間計測等を困難にさせてしまう場合が
ある。また、ＷａｌｌＦｉｌｔｅｒのフィルタ次数の変更や、クラッタの偏移周波数ｆｃ
の変更は、その操作が煩雑であり、検査ごとに変更することは困難である。
【００１１】
　ＷａｌｌＦｉｌｔｅｒを用いずに、Ｄｏｐｐｌｅｒ Ｇａｉｎをコントロールする方法
を用いることもできるが、全周波数領域の輝度値を上下させる操作であるために、結局、
ＷａｌｌＦｉｌｔｅｒの場合と同様に必要な血流信号を見づらくさせてしまう場合がある
。
【００１２】
　このように、種々の理由により、操作者にとって計測しやすいドプラスペクトラムの波
形を提供することが困難であった。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本実施形態の超音波診断装置は、上述した課題を解決するために、被検体内の運動体を
含む診断部位との間で超音波を送受信する送受信手段と、前記送受信手段により得られる
受信信号に基づいてドプラ信号を抽出する抽出手段と、前記ドプラ信号に基づいて周波数
解析し、ドプラスペクトラムを生成する生成手段と、周波数解析された周波数に応じて輝
度補正値を決定し、前記輝度補正値に基づいて前記ドプラスペクトラムの輝度情報を制御
する輝度情報制御手段と、前記輝度情報制御手段により輝度情報が制御された後の前記ド
プラスペクトラムを表示装置に表示させる表示手段と、を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本実施形態の超音波診断装置を示す構成例を示す図。
【図２】本実施形態の超音波診断装置における送受信部４及びデータ生成部６の詳細構成
を示すブロック図。
【図３】従来のドプラスペクトラムの波形を示す図。
【図４】本実施形態の超音波診断装置における輝度情報制御処理について説明するフロー
チャート。
【図５】Ｓｃａｌｅ値、Ｂａｓｅｌｉｎｅ値やＧａｉｎ値などの一律な輝度補正のみが行
なわれたにすぎない従来のドプラスペクトラムの波形を示す図。
【図６】輝度補正がされていない従来相当の状態を示す図。
【図７】ドプラスペクトラムの波形の輝度情報の制御方法の第１例を示す図。
【図８】逆流Ｊｅｔ信号をドプラモードでとらえる場合には、逆流Ｊｅｔ信号の先端部分
が途中で切れてしまい、最高流速値が見にくくなる様子を示す図。
【図９】ドプラスペクトラムの波形の輝度情報の制御方法の第２例を示す図。
【図１０】図７に示す制御方法の場合における輝度補正値の操作方法を示す図。
【図１１】周波数軸方向で輝度補正値を操作するためのユーザインタフェースの一例を示
す図。
【図１２】図１０に示す輝度補正値に基づいて、周波数軸方向で輝度情報制御が施された
場合におけるドプラスペクトラムの波形を示す図。
【図１３】ＷａｌｌＦｉｌｔｅｒのカットオフの設定を上げる従来の方法を用いて、０Ｈ
ｚ付近の低周波成分領域における信号の輝度を下げる場合の例を示す図。
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【図１４】図９に示す制御方法の場合における輝度補正値の操作方法を示す図。
【図１５】図１４に示す輝度補正値に基づいて、周波数軸方向で輝度情報制御が施された
場合におけるドプラスペクトラムの波形を示す図。
【図１６】図７及び図９に示す制御方法の場合における輝度補正値の操作方法を示す図。
【図１７】図１６に示す輝度補正値に基づいて、周波数軸方向で輝度情報制御が施された
場合におけるドプラスペクトラムの波形を示す図。
【図１８】Ｇａｍｍａ　Ｃｕｒｖｅ値を操作することによるＧａｍｍａ　Ｃｕｒｖｅ制御
の具体例を示す図。
【図１９】Ｇａｍｍａ　Ｃｕｒｖｅ値を操作することによるＧａｍｍａ　Ｃｕｒｖｅ制御
の具体例を示す図。
【図２０】ＷａｌｌＦｉｌｔｅｒ制御の具体例を示す図。
【図２１】周波数軸方向及び時間軸方向で輝度情報制御が施された場合におけるドプラス
ペクトラムの波形を示す図。
【図２２】周波数軸方向及び時間軸方向で輝度補正値を操作するためのユーザインタフェ
ースの一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本実施形態の超音波診断装置について、添付図面を参照して説明する。図１は、本実施
形態の超音波診断装置の全体構成を示すブロック図である。なお、本実施形態の超音波診
断装置は、超音波断層像（Ｂモード断層像）を表示するＢモード、超音波ビーム方向の反
射減の時間的位置変化を運動曲線として表示するＭモード、血流情報を表示するドプラモ
ード（ＰＷＤ（Ｐｕｌｓｅｄ　Ｗａｖｅ　Ｄｏｐｐｌｅｒ）モードとＣＷＤ（Ｃｏｎｔｉ
ｎｕｏｕｓ　Ｗａｖｅ　Ｄｏｐｐｌｅｒ）モード）、血流情報を二次元的に表示するＣＦ
Ｍ（カラーフローマッピング又はカラードプラ）モードなどの各種のモードに応じて動作
可能である。
【００１６】
　図１は、本実施形態の超音波診断装置１を示す。超音波診断装置１は、システム制御部
２、基準信号発生部３、送受信部４、超音波プローブ５、データ生成部６、画像生成部７
、時系列データ計測部８、表示データ生成部９、及び表示装置１０を備える。
【００１７】
　システム制御部２は、ＣＰＵ（ｃｅｎｔｒａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ）及
びメモリを備える。システム制御部２は、超音波診断装置１の各ユニットを統括的に制御
する。特に、システム制御部２は、本実施形態の超音波診断装置１における特徴的な構成
として、輝度情報制御部２ａを備える。
【００１８】
　輝度情報制御部２ａは、後述する表示データ生成部９を制御し、タッチパネル１０ａ（
スライダースイッチ１１）からの指示に従い、周波数解析された周波数（周波数軸方向）
に応じて輝度補正値を決定し、輝度補正値に基づいてドプラスペクトラム（ドプラスペク
トラム画像）の輝度情報を制御する。輝度情報制御部２ａは、周波数が分割された複数の
周波数領域の周波数領域毎に輝度補正値を決定することが望ましい。さらに、図２１及び
図２２を用いて後述するが、輝度情報制御部２ａは、周波数に加え、時間（時間軸方向）
に応じて第２の輝度補正値を決定し、第２の輝度補正値に基づいてドプラスペクトラムの
輝度情報を制御することも可能である。輝度情報制御部２ａは、時間が分割された複数の
時間領域の時間領域毎に第２の輝度補正値を決定することが望ましい。
【００１９】
　基準信号発生部３は、システム制御部２からの制御信号に従って、送受信部４及びデー
タ生成部６に対して、例えば、超音波パルスの中心周波数とほぼ等しい周波数の連続波又
は矩形波を発生する。
【００２０】
　送受信部４は、超音波プローブ５に対して送受信を行なう。送受信部４は、超音波プロ
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ーブ５から送信超音波を放射するための駆動信号を生成する送信部４１と、超音波プロー
ブ５からの受信信号に対して整相加算を行なう受信部４２を備える。
【００２１】
　図２は、本実施形態の超音波診断装置１における送受信部４及びデータ生成部６の詳細
構成を示すブロック図である。
【００２２】
　図２に示すように、送信部４１は、レートパルス発生器４１１、送信遅延回路４１２、
及びパルサ４１３を備える。レートパルス発生器４１１は、送信超音波の繰り返し周期を
決定するレートパルスを、基準信号発生部３から供給される連続波又は矩形波を分周する
ことによって生成し、このレートパルスを送信遅延回路４１２に供給する。
【００２３】
　送信遅延回路４１２は、送信に使用される超音波振動子と同数（Ｎチャンネル）の独立
な遅延回路から構成されており、送信において細いビーム幅を得るために所定の深さに送
信超音波を収束するための遅延時間と所定の方向に送信超音波を放射するための遅延時間
をレートパルスに与え、このレートパルスをパルサ４１３に供給する。
【００２４】
　パルサ４１３は、Ｎチャンネルの独立な駆動回路を有し、超音波プローブ５に内蔵され
た超音波振動子を駆動するための駆動パルスを前記レートパルスに基づいて生成する。
【００２５】
　図１の説明に戻って、超音波プローブ５は、被検体に対して超音波の送受波を行なう。
超音波プローブ５は、被検体の表面に対してその前面を接触させ超音波の送受波を行なう
ものであり、１次元に配列された複数個（Ｎ個）の微小な超音波振動子をその先端部に有
している。この超音波振動子は電気音響変換素子であり、送信時には電気パルスを超音波
パルス（送信超音波）に変換し、又、受信時には超音波反射波（受信超音波）を電気信号
（受信信号）に変換する機能を有している。
【００２６】
　超音波プローブ５は小型、軽量に構成されており、ケーブルを介して送受信部４の送信
部４１及び受信部４２に接続される。超音波プローブ５にはセクタ走査対応、リニア走査
対応、コンベックス走査対応等があり、診断部位に応じて任意に選択される。以下では心
機能計測を目的としたセクタ走査用の超音波プローブ５を用いた場合について述べるが、
この方法に限定されるものではなく、リニア走査対応あるいはコンベックス走査対応であ
っても構わない。
【００２７】
　受信部４２は、図２に示すように、プリアンプ４２１、Ａ／Ｄ（ａｎａｌｏｇ　ｔｏ　
ｄｉｇｉｔａｌ）変換器４２２、受信遅延回路４２３、及び加算器４２４を備える。プリ
アンプ４２１は、Ｎチャンネルから構成され、超音波振動子によって電気的な受信信号に
変換された微小信号を増幅して十分なＳ／Ｎを確保する。プリアンプ４２１において所定
の大きさに増幅されたＮチャンネルの受信信号は、Ａ／Ｄ変換器４２２にてデジタル信号
に変換され、受信遅延回路４２３に送られる。
【００２８】
　受信遅延回路４２３は、所定の深さからの超音波反射波を集束するための集束用遅延時
間と、所定方向に対して受信指向性を設定するための偏向用遅延時間をＡ／Ｄ変換器４２
２から出力されるＮチャンネルの受信信号の各々に与える。
【００２９】
　加算器４２４は、受信遅延回路４２３からの受信信号を整相加算（所定の方向から得ら
れた受信信号の位相を合わせて加算）する。
【００３０】
　図１の説明に戻って、データ生成部６は、送受信部４から得られた受信信号に基づいて
Ｂモードデータ、カラードプラデータ、及びドプラスペクトラムを生成する。
【００３１】
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　データ生成部６は、図２に示すように、Ｂモードデータ生成部６１、ドプラ信号検出部
６２、カラードプラデータ生成部６３、及びスペクトラム生成部６４を備える。Ｂモード
データ生成部６１は、受信部４２の加算器４２４から出力された受信信号に対してＢモー
ドデータを生成する。Ｂモードデータ生成部６１は、包絡線検波器６１１及び対数変換器
６１２を備える。包絡線検波器６１１は、受信部４２の加算器４２４から供給された整相
加算後の受信信号を包絡線検波し、この包絡線検波信号は対数変換器６１２によってその
振幅が対数変換される。
【００３２】
　ドプラ信号検出部６２は、前記受信信号に対して直交検波を行なってドプラ信号の検出
（抽出）を行なう。ドプラ信号検出部６２は、π／２移相器６２１、ミキサ６２２ａ，６
２２ｂ、及びＬＰＦ（低域通過フィルタ）６２３ａ，６２３ｂを備える。受信部４２の加
算器４２４から供給される受信信号に対し直交位相検波を行なってドプラ信号を検出する
。
【００３３】
　カラードプラデータ生成部６３は、検出されたドプラ信号に基づいてカラードプラデー
タの生成を行なう。カラードプラデータ生成部６３は、ドプラ信号記憶部６３１、ＭＴＩ
（ｍｏｖｉｎｇ　ｔａｒｇｅｔ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）フィルタ６３２、及び自己相関演
算器６３３を備える。ドプラ信号検出部６２のドプラ信号はドプラ信号記憶部６３１に一
旦保存される。
【００３４】
　高域通過用のデジタルフィルタであるＭＴＩフィルタ６３２は、ドプラ信号記憶部６３
１に保存されたドプラ信号を読み出し、このドプラ信号に対して臓器の呼吸性移動や拍動
性移動などに起因するドプラ成分（クラッタ成分）を除去する。
【００３５】
　自己相関演算器６３３は、ＭＴＩフィルタ６３２によって血流情報のみが抽出されたド
プラ信号に対して自己相関値を算出し、更に、この自己相関値に基づいて血流の平均流速
値や分散値などを算出する。
【００３６】
　スペクトラム生成部６４は、ドプラ信号検出部６２において得られたドプラ信号に対し
てＦＦＴ分析を行ない、ドプラ信号の周波数スペクトラム（ドプラスペクトラム）を生成
する。スペクトラム生成部６４は、ＳＨ（サンプルホールド回路）６４１、ＬＰＦ（低域
通過フィルタ）６４２、ＦＦＴ（ｆａｓｔ－ｆｏｕｒｉｅｒ－ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）分析
器６４３を備える。なお、ＳＨ６４１及びＬＰＦ６４２は何れも２チャンネルで構成され
、それぞれのチャンネルにはドプラ信号検出部６２から出力されるドプラ信号の複素成分
、即ち実成分（Ｉ成分）と虚成分（Ｑ成分）が供給される。
【００３７】
　ＳＨ６４１には、ドプラ信号検出部６２のＬＰＦ６２３ａ，６２３ｂから出力されたド
プラ信号と、システム制御部２が基準信号発生部３の基準信号を分周して生成したサンプ
リングパルス（レンジゲートパルス）が供給される。ＳＨ６４１には、サンプリングパル
スによって所望の深さＤからのドプラ信号がサンプルホールドされる。なお、このサンプ
リングパルスは、送信超音波が放射されるタイミングを決定するレートパルスから遅延時
間Ｔｓ後に発生し、この遅延時間Ｔｓは任意に設定可能である。
【００３８】
　ＬＰＦ６４２は、ＳＨ６４１から出力された深さＤのドプラ信号に重畳した階段状のノ
イズ成分を除去する。
【００３９】
　ＦＦＴ分析器６４３は、供給された、平滑化されたドプラ信号に基づいてドプラスペク
トラムを生成する。ＦＦＴ分析器６４３は、図示しない演算回路と記憶回路を備える。Ｌ
ＰＦ６４２から出力されるドプラ信号は記憶回路に一旦保存される。演算回路は、記憶回
路に保存された一連のドプラ信号の所定期間においてＦＦＴ分析を行なってドプラスペク
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トラムを生成する。なお、スペクトラム生成部６４は、低周波成分のクラッタ信号を除去
するＷａｌｌＦｉｌｔｅｒを備えるようにしてもよい。
【００４０】
　また、図２の場合、ドプラモードとして、基準信号発生部３により生成される連続波か
ら一部切り出される送信波を用いるＰＷＤ（Ｐｕｌｓｅｄ　Ｗａｖｅ　Ｄｏｐｐｌｅｒ）
モードを主に説明したが、連続波を送信波として用いるＣＷＤ（Ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　
Ｗａｖｅ　Ｄｏｐｐｌｅｒ）モードも実行可能である。ＣＷＤモードの場合も、ドプラ信
号検出部６２の処理は同様であり、その後、スペクトラム生成部６４のＦＦＴ分析器６４
３は、ドプラ信号検出部６２のＬＰＦ６２３ａ，６２３ｂから出力されるドプラ信号に対
してＦＦＴ分析を行なってドプラスペクトラムを生成する。
【００４１】
　図１の説明に戻って、画像生成部７は、データ生成部６によって得られたＢモードデー
タ及びカラードプラデータを走査方向に対応させて保存することで、超音波画像としての
Ｂモード画像及びカラードプラ画像をデータとして生成すると共に、所定走査方向に対し
て得られたドプラスペクトラム及びＢモードデータを時系列的に保存することで、超音波
画像としてのドプラスペクトラム画像及びＭモード画像をデータとして生成する。
【００４２】
　画像生成部７は、例えば、走査方向θ１乃至θＰに対する超音波送受信によって得られ
た受信信号に基づいてデータ生成部６が生成した走査方向単位のＢモードデータやカラー
ドプラデータを順次保存してＢモード画像及びカラードプラ画像を生成する。さらに、画
像生成部７は、所望の走査方向θｐ（ｐ＝１，２，…，Ｐ）に対する複数回の超音波送受
信によって得られたＢモードデータを時系列的に保存してＭモード画像を生成し、同様な
超音波送受信により走査方向θｐの距離Ｄから得られる受信信号に基づくドプラスペクト
ラムを時系列的に保存してドプラスペクトラム画像を生成する。すなわち、画像生成部７
の画像データ記憶領域において複数枚のＢモード画像及びカラードプラ画像が保存され、
時系列データ記憶領域においてＭモード画像及びドプラスペクトラム画像が保存される。
【００４３】
　時系列データ計測部８は、画像生成部７に保存されている所定期間の時系列データを読
み出し、この時系列データに基づいて速度トレース等の診断パラメータを計測する。また
、時系列データ計測部８は、システム制御部２の制御に従い、周波数軸方向での輝度制御
がされた後のドプラスペクトラムの波形を用いてドプラスペクトラムに関する種々の計測
（例えば時間計測や最高流速値の計測、血液量の計測など）を行なう。
【００４４】
　表示データ生成部９は、画像生成部７によって生成された超音波画像や、時系列データ
計測部８によって計測された診断パラメータの計測値を所定の表示フォーマットに基づい
て合成して表示データを生成する。
【００４５】
　表示装置１０は、表示データ生成部９によって生成された表示データを表示する。表示
装置１０は、図示しない変換回路及び表示部（ディスプレイ）と、タッチパネル１０ａと
を備える。変換回路は、表示データ生成部９が生成した上述の表示データに対してＤ／Ａ
変換とテレビフォーマット変換を行なって映像信号を生成しディスプレイに表示する。タ
ッチパネル１０ａは、複数のタッチセンサ（図示しない）を配置し、ディスプレイの表示
面に設けられる。医師などの操作者は、タッチパネル１０ａを操作することにより、超音
波診断装置１に種々の指示を入力することができる。
【００４６】
　ここで、ＲＧ位置やＦｏｃｕｓ位置を、血液の逆流が噴出している弁口付近に設定した
としても、種々の理由により、必ずしも０Ｈｚ付近での逆流が見やすいドプラ波形（ドプ
ラスペクトラムの波形）ではなく、また、逆流の最高流速値が見やすいドプラスペクトラ
ムの波形ではなく、逆流のエンベロープをトレースしやすいドプラスペクトラムの波形を
提供することができなかった。
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【００４７】
　図３は、従来のドプラスペクトラムの波形を示す図である。
【００４８】
　図３に示すように、図３の領域Ａ乃至Ｄにおいて、操作者にとって計測しやすいドプラ
スペクトラムの波形であるとはいえず、ドプラの時間計測や最高流速値、あるいは逆流す
る血液量の計測に支障をきたすものであった。
【００４９】
　特にその理由の中でも、超音波診断装置の感度や信号（特に、高周波成分の逆流Ｊｅｔ
信号）のＳ/Ｎに依存することや、心臓壁などからの不要な固定反射信号であるクラッタ
信号がドプラ信号に含まれることが問題となる。そこで、以下に、上述した輝度情報制御
部２ａによる制御を用いて、操作者にとって計測しやすいドプラスペクトラムの波形を提
供するための処理について説明する。
【００５０】
　なお、超音波診断装置１は、タッチパネル１０ａの代わりに、又は、タッチパネル１０
ａに加えて輝度情報制御用のスライダースイッチ１１を設けてもよい。スライダースイッ
チ１１は、操作者により操作されることにより、ドプラスペクトラムの輝度情報を制御す
るための指示入力を受け付ける。スライダースイッチ１１は、受け付けられる操作者から
の指示入力に関する情報を必要に応じてシステム制御部２の輝度情報制御部２ａに供給す
る。
【００５１】
　続いて、本実施形態の超音波診断装置１における輝度情報制御処理について説明する。
【００５２】
　図４は、本実施形態の超音波診断装置１における輝度情報制御処理を示すフローチャー
トである。
【００５３】
　ステップＳ１において、超音波診断装置１は、Ｂモード又はＭモードを用いて被検体（
被検体内の運動体を含む診断部位）に対して超音波を送受信し、Ｂモード画像データ又は
Ｍモード画像データを生成し、超音波診断装置１の表示装置１０によりＢモード画像デー
タに基づく画像又はＭモード画像データに基づく画像を表示する。なお、Ｂモード画像デ
ータやＭモード画像データの生成処理は、図２において説明した通りであり、その説明は
省略する。そして、操作者は、ＢモードやＭモードを使用して心臓の全体の動きや弁の動
きを観察する。
【００５４】
　ステップＳ２において、超音波診断装置１は、カラードプラモードを用いて被検体に対
して超音波を送受信し、カラードプラ画像データを生成して、カラードプラ画像データに
基づく画像を表示装置１０により表示する。なお、カラードプラ画像データの生成処理は
、図２において説明した通りであり、その説明は省略する。そして、操作者は、カラーモ
ードを使って弁の閉鎖不全から発生する逆流の状態を観察する。
【００５５】
　続いて、操作者は、タッチパネル１０ａを用いて、Ｂモード画像やＭモード画像、又は
カラードプラ画像などの２次元画像上にＰＷＤモードにおけるＲＧマーカ又はＣＷＤモー
ドにおける音線マーカの設定を入力する。ステップＳ３において、超音波診断装置１のシ
ステム制御部２は、タッチパネル１０ａを介して、ＰＷＤモードにおけるＲＧマーカ又は
ＣＷＤにおける音線マーカの設定に関する入力を受け付け、ＰＷＤモードにおけるＲＧマ
ーカ又はＣＷＤにおける音線マーカを設定する。
【００５６】
　ステップＳ４において、超音波診断装置１のシステム制御部２は、超音波診断装置１の
モードをカラードプラモードからＰＷＤモード又はＣＷＤモードに切り替えて、ＰＷＤモ
ード又はＣＷＤモードに遷移させる。そして、超音波診断装置１のシステム制御部２は、
送受信部４やデータ生成部６などを制御し、ＰＷＤモードの場合には、設定されるＲＧマ
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ーカ内の信号を受信してドプラ信号（被検体内の運動体に起因するドプラ信号）を生成（
抽出）し、生成されるドプラ信号に対してＦＦＴ分析を行ない、ドプラスペクトラムを生
成する。また、超音波診断装置１のシステム制御部２は、送受信部４やデータ生成部６な
どを制御し、ＣＷＤモードの場合には、設定される音線マーカ上の信号を受信してドプラ
信号を生成し、生成されるドプラ信号に対してＦＦＴ分析を行ない、ドプラスペクトラム
を生成する。
【００５７】
　ステップＳ５において、システム制御部２は、上記のドプラスペクトラムの生成処理に
際し、画像生成部７や表示データ生成部９などを制御し、生成されるドプラスペクトラム
が操作者にとって計測しやすい波形となるようにするために、Ｓｃａｌｅ値、Ｂａｓｅｌ
ｉｎｅ値、Ｇａｉｎ値、さらにＧａｍｍａＣｕｒｖｅ値、ＷａｌｌＦｉｌｔｅｒ値などを
一律に調整する。なお、操作者が計測しやすいドプラスペクトラムの波形とは、ドプラ信
号に含まれる血球からの信号とその他の不要な信号（例えばクラッタ信号など）とが容易
に区別でき、最高流速値や血液量などを容易に求めることができる波形を意味する。
【００５８】
　ここで、上記の一律な調整が完了したドプラスペクトラムの波形に対して、操作者自身
が計測しやすいかどうかの判断を行なう。もしも操作者自身が計測しにいくい波形である
と判断する場合には、操作者は、ディスプレイ上に表示されたスライダーバーＵＩ（図１
１に図示）をプレス位置とするスライド操作を行なう。当該プレス位置からのスライド操
作をタッチパネル１０ａが検出すると、システム制御部２の輝度情報制御部２ａは、ドプ
ラスペクトラムの波形が見やすくなるように調整を行なう。
【００５９】
　ステップＳ６において、システム制御部２の輝度情報制御部２ａは、表示データ生成部
９を制御し、操作者によるタッチパネル１０ａからの指示に従い、画像生成部７により生
成されるドプラスペクトラム画像に対して周波数軸方向で輝度情報を制御する。
【００６０】
　図５は、Ｓｃａｌｅ値、Ｂａｓｅｌｉｎｅ値やＧａｉｎ値などの一律な輝度補正（調整
）調整のみが行なわれたにすぎない従来のドプラスペクトラムの波形を示す図である。な
お、血流の速度はドプラ周波数に比例することから、縦軸は、血流の速度を示すとともに
ドプラ周波数を示すものである。図６は、輝度補正がされていない従来相当の状態を示す
図である。
【００６１】
　本実施形態の超音波診断装置１の場合、輝度情報制御部２ａの輝度情報制御機能による
ドプラスペクトラムの波形の、輝度補正値による輝度制御において、図６が示すように周
波数軸を横軸とし、輝度補正値を縦軸にとる座標系を考える。ここで図６の場合、従来相
当の状態を示すものであり、Ｓｃａｌｅ値、Ｂａｓｅｌｉｎｅ値やＧａｉｎ値などの一律
な補正のみが行なわれたにすぎない状態であり、本実施形態の超音波診断装置１における
輝度補正がされていない状態である。
【００６２】
　次に、例えば０Ｈｚ付近の強輝度のクラッタ信号のために、低周波成数領域における血
流信号が見づらくなる場合の輝度情報の制御方法について説明する。
【００６３】
　図７は、ドプラスペクトラムの波形の輝度情報の制御方法の第１例を示す図である。
【００６４】
　図７は、０Ｈｚ付近の信号の輝度が下がるような輝度補正値の例を示す。
【００６５】
　図７に示すように、周波数軸方向に複数の輝度補正値による輝度補正値ラインは、０Ｈ
ｚ付近の信号の輝度が下がるように、０Ｈｚ付近の周波数領域の輝度補正値が所定の量だ
けマイナス側にシフトされる。システム制御部２ａは、図７に示す輝度補正値に基づいて
、画像生成部７により生成されるドプラスペクトラム画像（ドプラスペクトラム）に対し
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て周波数軸方向で輝度情報を制御する。
【００６６】
　図８は、逆流Ｊｅｔ信号をドプラモードでとらえる場合には、逆流Ｊｅｔ信号の先端部
分が途中で切れてしまい、最高流速値が見にくくなる様子を示す図である。
【００６７】
　逆流Ｊｅｔ信号をドプラモードでとらえる場合には、図８の領域ＰとＱの部分が示すよ
うに逆流Ｊｅｔ信号の先端部分が途中で切れてしまい、最高流速値が見にくくなる場合が
ある。このような現象が生じる要因は種々のものが考えられるが、特に、超音波診断装置
自体の性能（例えばＳ/Ｎなど）に依存する要因が挙げられる。ここで、通常超音波診断
装置１で設定されるＧａｉｎ値の場合には最高流速値が見にくいが、そのＧａｉｎ値等を
上げるように設定すれば最高流速値も表示されうる。しかし、これまでの従来の方法で、
操作者が通常のＧａｉｎ値のつまみで操作して超音波診断装置１における設定が変更され
ると、全周波数にわたって一律にＧａｉｎ値が上がってしまうため、上記の不要な固定反
射信号である強輝度のクラッタ信号の輝度も同時に上がってしまい、ドプラスペクトラム
の波形全体が逆に見づらくなってします。そこで、本実施形態の超音波診断装置１の場合
には、高周波数領域に対してのみ輝度の補正値をプラス側にシフトさせてやればよい。
【００６８】
　図９は、ドプラスペクトラムの波形の輝度情報の制御方法の第２例を示す図である。
【００６９】
　図９は、高周波数領域（図９ではマイナス方向の高周波数領域のみ）における信号の輝
度が上がるような輝度補正値の例を示す。
【００７０】
　図９に示すように、周波数軸方向に複数の輝度補正値による輝度補正値ラインは、高周
波数領域における信号の輝度が上がるように、高周波数領域の輝度補正値が所定の量だけ
プラス側にシフトされる。システム制御部２ａは、図９に示す輝度補正値に基づいて、画
像生成部７により生成されるドプラスペクトラム画像（ドプラスペクトラム）に対して、
周波数軸方向で輝度情報を制御する。これにより、逆流Ｊｅｔ信号をドプラモードでとら
える場合に、不要な固定反射信号である強輝度のクラッタ信号の輝度を上げることなく、
逆流Ｊｅｔ信号の先端部分が途中で切れてしまうことを防止して、最高流速値が見やすく
することができる。
【００７１】
　次に、周波数軸方向での輝度補正値の操作方法の具体例について説明する。
【００７２】
　図１０は、図７に示す制御方法の場合における輝度補正値の操作方法を示す図である。
【００７３】
　図１０は、全周波数を複数、例えば１２個の周波数領域に予め分け、各周波数領域の輝
度補正値を操作させるユーザインタフェースを示し、ディスプレイに表示されるスライダ
ーバーＵＩである。勿論、周波数領域は１２段階の場合に限られない。
【００７４】
　図１０の場合、スライダーバーＵＩが用いられ、０Ｈｚ付近の±の信号輝度を落とすた
めに０Ｈｚ付近の周波数領域の輝度補正値がマイナス側にスライド操作されることで、図
７の輝度補正値ラインを形成している。具体的には、０Ｈｚ付近のプラス側の信号に対し
て２つの周波数領域の信号の輝度が所定の量だけ下げられるように当該周波数領域に対応
するスライダがスライド操作されると同時に、０Ｈｚ付近のマイナス側の信号に対して２
つの周波数領域の信号の輝度が所定の量だけ下げられるように当該周波数領域に対応する
スライダがスライド操作される。スライダーバーＵＩを用いたスライド操作によって形成
される輝度補正値ラインは、図１０に示すようにスムージング処理された曲線とすること
が好適である。
【００７５】
　なお、連続的又は段階的に輝度情報を制御することができるためスライダーバーＵＩが
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好ましいが、このような場合に限られず、例えばオンオフのスイッチであってもよい。こ
の場合、オンにすることにより所定の量だけ輝度が上げ下げされる。
【００７６】
　図１１は、周波数軸方向で輝度補正値を操作するためのユーザインタフェースの一例を
示す図である。
【００７７】
　図１１は、全周波数を複数、例えば８個の周波数領域に予め分け、各周波数領域の輝度
補正値を操作させるユーザインタフェースであり、ディスプレイに表示されるスライダー
バーＵＩを示す。操作者は、図１１に示すディスプレイ上に表示されたスライダーバーＵ
Ｉの各スライダをプレス位置とするスライド操作を行なう。当該プレス位置からのスライ
ド操作をタッチパネル１０ａが検出すると、システム制御部２の輝度情報制御部２ａは、
当該周波数領域の輝度補正値に基づいて、ドプラスペクトラムの輝度情報の制御を行なう
。
【００７８】
　なお、図１１に示す例では、全ての周波数領域で輝度補正値の初期値（デフォルト）を
０とする場合からスライダーバーＵＩを用いて輝度補正値を変更するような構成でもよい
が、その場合に限定されない。輝度情報制御部２ａは、診断部位毎に、輝度補正値の初期
値を決定してもよい。診断部位が頸動脈の場合はクラッタ成分が現れない（ほとんど現れ
ない）ので全ての周波数領域で輝度補正値の初期値を０とする一方、診断部位が心臓の動
脈などの場合はクラッタ成分が０Ｈｚ付近に現れるので、０Ｈｚ付近の輝度補正値の初期
値をマイナス側に設定する。そして、操作者は、輝度補正値の初期値から輝度補正値を変
更する。
【００７９】
　図１２は、図１０に示す輝度補正値に基づいて、周波数軸方向で輝度情報制御が施され
た場合におけるドプラスペクトラムの波形を示す図である。図１３は、ＷａｌｌＦｉｌｔ
ｅｒのカットオフの設定を上げる従来の方法を用いて、０Ｈｚ付近の低周波成分領域にお
ける信号の輝度を下げる場合の例を示す図である。
【００８０】
　図１２に示す場合、前述したように、システム制御部２ａは、操作者によるタッチパネ
ル１０ａからの指示に従い、画像生成部７により生成されるドプラスペクトラム画像に対
して周波数軸方向で輝度情報を制御し、０Ｈｚ付近の低周波成分領域における信号の輝度
が所定の量だけ下がるように操作する。
【００８１】
　従来の超音波診断装置では、図１３に示すように、０Ｈｚ付近の低周波成分領域におけ
る信号の輝度を下げる方法として、ＷａｌｌＦｉｌｔｅｒのカットオフの設定を上げる方
法が採られていた。しかしながら、ＷａｌｌＦｉｌｔｅｒの設定の如何によっては、クラ
ッタ信号も表示されなくなるのと同時に、血球からのドプラ信号（血流信号）も消えてし
まう場合があり、ドプラ信号の時間計測が正確にできない場合が生じてしまう。
【００８２】
　これに対して、本実施形態の超音波診断装置１は、時間計測に必要な血球からのドプラ
信号（血流信号）を除去することを防止しつつ、低周波成分領域における信号の輝度を適
切に下げることが可能になるので、ドプラ信号の時間計測に支障をきたすことを回避する
ことができる。このとき、低周波成分領域における信号（クラッタ信号など）は、Ｗａｌ
ｌＦｉｌｔｅｒのカットオフの設定を上げる方法とは異なり、すべて完全除去されること
はない。従って、操作者は、低周波成分領域の信号を少なくとも認識することが可能であ
り、心臓壁などの動きも認識することができる。
【００８３】
　図１４は、図９に示す制御方法の場合における輝度補正値の操作方法を示す図である。
【００８４】
　図１４は、図１０の場合と同様に、全周波数を１２個の周波数領域に予め分け、各周波
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数領域の輝度補正値を操作させるユーザインタフェースを示し、ディスプレイに表示され
るスライダーバーＵＩである。
【００８５】
　図１４の場合、スライダーバーＵＩが用いられ、高周波数領域の輝度を上げるために高
周波数領域の輝度補正値がプラス側にスライド操作されることで、図９の輝度補正値ライ
ンを形成している。具体的には、高周波数領域の信号に対して３つの周波数領域の信号の
輝度が所定の量だけ上げられるように当該周波数領域に対応するスライダがスライド操作
される。スライダーバーＵＩを用いたスライド操作によって形成される輝度補正値ライン
は、図１４に示すようにスムージング処理された曲線とすることが好適である。
【００８６】
　図１５は、図１４に示す輝度補正値に基づいて、周波数軸方向で輝度情報制御が施され
た場合におけるドプラスペクトラムの波形を示す図である。
【００８７】
　図１５に示すように、逆流Ｊｅｔ信号の先端部分が途中で切れてしまうことを防止して
、逆流Ｊｅｔ信号の先端部分が操作者に計測することが可能な程度に表示することが可能
となり、操作者は逆流Ｊｅｔ信号の最高流速値を容易に計測することが可能となる。
【００８８】
　図１６は、図７及び図９に示す制御方法の場合における輝度補正値の操作方法を示す図
である。
【００８９】
　図１６は、スライダーバーＵＩが用いられ、０Ｈｚ付近の周波数領域の輝度補正値がマ
イナス側にスライド操作され、かつ、高周波数領域の輝度補正値がプラス側にスライド操
作されることで、図７及び図９を合わせた輝度補正値ラインを形成している。すなわち、
図１６は、上記の図７の場合（図１０の場合）と図９の場合（図１４の場合）とを組み合
わせた場合を示している。スライダーバーＵＩを用いたスライド操作によって形成される
輝度補正値ラインは、図１６に示すようにスムージング処理された曲線とすることが好適
である。
【００９０】
　これにより、本実施形態の超音波診断装置１は、時間計測に必要な血球からのドプラ信
号（血流信号）を除去することを防止しつつ、０Ｈｚ付近の低周波数領域における信号の
輝度を適切に下げることが可能になるので、ドプラ信号の時間計測に支障をきたすことを
回避することができ、加えて同時に、逆流Ｊｅｔ信号の先端部分が途中で切れてしまうこ
とを防止して、最高流速値が見やすくすることができる。これは、従来のように一律にＧ
ａｉｎ値などを上げるだけでは達成することはできない効果である。
【００９１】
　図１７は、図１６に示す輝度補正値に基づいて、周波数軸方向で輝度情報制御が施され
た場合におけるドプラスペクトラムの波形を示す図である。
【００９２】
　図１７は、図１２に示す場合と同様に、０Ｈｚ付近の低周波数領域における信号の輝度
が所定の量だけ下がるような表示であり、逆流Ｊｅｔ信号の先端部分が操作者に計測する
ことが可能な程度に表示するものである。
【００９３】
　さらに、システム制御部２ａがドプラスペクトラムに対して周波数軸方向で輝度情報を
制御する場合の具体的な制御方法について説明する。ここで、輝度制御（輝度補正値）の
方法として、Ｇａｉｎ値を操作することによるＧａｉｎ制御や、Ｇａｍｍａ　Ｃｕｒｖｅ
値を操作することによるＧａｍｍａ　Ｃｕｒｖｅ制御や、ＤｙｎａｍｉｃＲａｎｇｅ値を
操作することによるＤｙｎａｍｉｃＲａｎｇｅ（ダイナミックレンジ）制御、カラーフィ
ルタ（ピンクやブルーなどのカラーフィルタ）をかけるなどによるＭａｐ制御などが考え
られる。これらは単独で用いることもできるし、またこれらを適宜組み合わせてもよい。
【００９４】
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　図１８及び図１９は、Ｇａｍｍａ　Ｃｕｒｖｅ値を操作することによるＧａｍｍａ　Ｃ
ｕｒｖｅ制御の具体例を示す図である。
【００９５】
　図１８及び図１９のいずれの場合も、入力輝度と出力輝度との関係が図１８又は図１９
で示される曲線となるようにＧａｍｍａ　Ｃｕｒｖｅ制御がなされる。これにより、Ｇａ
ｍｍａ　Ｃｕｒｖｅ回路を用いてＧａｍｍａ　Ｃｕｒｖｅ制御を行なうことで、ドプラス
ペクトラムの波形の輝度を補正することができる。
【００９６】
　また、ＤｙｎａｍｉｃＲａｎｇｅ値を操作することによるＤｙｎａｍｉｃＲａｎｇｅ（
ダイナミックレンジ）制御を行なう場合も、ドプラスペクトラムの波形の輝度を補正する
ことができる。
【００９７】
　なお、輝度制御の方法として、ＷａｌｌＦｉｌｔｅｒの制御によることも可能である。
図２０は、ＷａｌｌＦｉｌｔｅｒ制御の具体例を示す図である。
【００９８】
　図４の説明に戻って、ステップＳ７において、システム制御部２は、時系列データ計測
部８を制御し、周波数軸方向での輝度制御がされた後のドプラスペクトラムの波形を用い
てドプラスペクトラムに関する種々の計測（例えば時間計測や最高流速値の計測、血液量
の計測など）を行なう。これにより、周波数軸方向での輝度制御がされた後のドプラスペ
クトラムの波形を用いるために、逆流Ｊｅｔ信号の時間計測や最高流速値の計測、血流量
の計測などを正確に行なうことができる。そして、表示データ生成部９は、システム制御
部２の制御に従い、時系列データ計測部８による計測結果と、輝度情報が制御された後の
ドプラスペクトラム画像とをマージ（統合）し、表示装置１０はそれらを表示する。
【００９９】
　以上のように、本実施形態の超音波診断装置１は、ドプラスペクトラムの波形の輝度を
任意に制御することができ、ＷａｌｌＦｉｌｔｅｒなどを用いることなく不要な固定反射
信号としてのクラッタ信号などの輝度を簡単に抑制しつつも、必要な血球からの信号の輝
度を周波数軸方向で適切に確保することができる。これにより、本実施形態の超音波診断
装置１は、エンベロープのトレースがしやすいドプラスペクトラムの波形を提供すること
ができ、操作者にとって計測しやすいドプラスペクトラムの波形を提供することができる
。その結果、本実施形態の超音波診断装置１は、計測等の処理が早くなり、検査自体のス
ループットを向上させることができる。
【０１００】
　なお、図１１に示すスライダーバーＵＩは、ドプラスペクトラムの周波数軸方向のみな
らず、時間軸方向にも設けることができる。
【０１０１】
　図２１は、周波数軸方向及び時間軸方向で輝度情報制御が施された場合におけるドプラ
スペクトラムの波形を示す図である。
【０１０２】
　図１７の時間領域Ｒ１乃至Ｒ４のうち、時間領域Ｒ２，Ｒ４のみにおいてのみ周波数方
向の輝度補正値を有効（ＯＮ）とし、時間領域Ｒ２，Ｒ４のみにおいてのみ前述の周波数
軸方向での輝度情報制御と同様に輝度情報の補正を施すことができる。一方で、周波数軸
方向での輝度制御（輝度補正値）と、それと同等の時間軸方向での輝度制御とを合わせて
もよい。これらにより、操作者にとってより計測しやすいドプラスペクトラムの波形が表
示可能となる。
【０１０３】
　図２２は、周波数軸方向及び時間軸方向で輝度補正値を操作するためのユーザインタフ
ェースの一例を示す図である。
【０１０４】
　図２２は、全周波数を複数、例えば８個の周波数領域に予め分け、各周波数領域の輝度
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補正値を操作させるユーザインタフェースであり、ディスプレイに表示されるスライダー
バーＵＩを示す。加えて、図２２は、全時間を複数、例えば１５個の時間領域に予め分け
、各時間領域の輝度補正値を操作させるユーザインタフェースであり、ディスプレイに表
示されるスライダーバーＵＩ´を示す。操作者は、図２２に示すディスプレイ上に表示さ
れたスライダーバーＵＩ，ＵＩ´の各スライダをプレス位置とするスライド操作を行なう
。当該プレス位置からのスライド操作をタッチパネル１０ａが検出すると、システム制御
部２の輝度情報制御部２ａは、当該領域の輝度補正値に基づいて、ドプラスペクトラムの
輝度情報の制御を行なう。
【０１０５】
　以上のように、本実施形態の超音波診断装置１は、ドプラスペクトラムの波形の輝度を
任意に制御することができ、ＷａｌｌＦｉｌｔｅｒなどを用いることなく不要な固定反射
信号としてのクラッタ信号などの輝度を簡単に抑制しつつも、必要な血球からの信号の輝
度を周波数軸方向かつ時間軸方向で適切に確保することができる。これにより、本実施形
態の超音波診断装置１は、エンベロープのトレースがしやすいドプラスペクトラムの波形
を提供することができ、操作者にとって計測しやすいドプラスペクトラムの波形を提供す
ることができる。その結果、本実施形態の超音波診断装置１は、計測等の処理が早くなり
、検査自体のスループットを向上させることができる。
【０１０６】
　以上、本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示
したものであり発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、
その他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で種々
の省略、置き換え、変更を行ななうことができる。これらの実施形態やその変形は、発明
の範囲や要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に
含まれる。
【符号の説明】
【０１０７】
１　超音波診断装置
２　システム制御部
２ａ　輝度情報制御部
３　基準信号発生部
４　送受信部
５　超音波プローブ
６　データ生成部
７　画像生成部
８　時系列データ計測部
９　表示データ生成部
１０　表示装置
１０ａ　タッチパネル
１１　スライダースイッチ
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